
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ

『
中
小
企
業
向
け
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
活
用

セ
ミ
ナ

』
を
開
催

二
〇
一
八
年
五
月
に
特
許
庁
「
産
業

競
争
力
と
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
研
究

会
」
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
企
業
の

競
争
力
強
化
に
向
け
た
課
題
の
整
理
と

対
応
策
と
し
て
「『
デ
ザ
イ
ン
経
営
』

宣
言
」
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、

「
デ
ザ
イ
ン
は
、
企
業
が
大
切
に
し
て

い
る
価
値
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
意
志
を
表
現
す
る
営
み
で
あ
る
。（
中

略
）
そ
の
価
値
や
意
思
を
徹
底
さ
せ
、

そ
れ
が
一
貫
し
た
メ

セ

ジ
と
し
て

伝
わ
る
こ
と
で
、
他
の
企
業
で
は
代
替

で
き
な
い
と
顧
客
が
思
う
ブ
ラ
ン
ド
価

値
が
生
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
デ
ザ
イ
ン

は
、
イ
ノ
ベ

シ

ン
を
実
現
す
る
力

に
な
る
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
一
流
企
業
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
経
営
の
中
枢
に

デ
ザ
イ
ナ

が
参
画
し
、
大
き
な
成
果

を
出
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
国
内
に
お

い
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
経
営
に
お
け
る

重
要
性
が
理
解
さ
れ
始
め
た
の
は
こ
こ

最
近
で
、
二
〇
一
九
年
は
ま
さ
に
デ
ザ

イ
ン
経
営
元
年
に
な
る
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
十
一
月

二
〇
日
㈬
、「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
』
の
組
織
へ
の
導
入
、
実
践
を
通
じ

企
業
の
独
自
価
値
（Only

One
Value

）
を
創
造
し
よ
う
！
」
と
題
し

て
、
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｄ
Ａ

Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ

の
Ｄ
Ａ
Ｙ

（
第
一
日

目
）
を
、
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専

門
家
の
草
野
紀
親
氏
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、「
企
業
価
値
の
創
造
に
向
け

て
「
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
知

ろ
う
！
」
を
テ

マ
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

当
日
は
ソ
ニ

ク
シ
テ

ビ
ル
四
階

市
民
ホ

ル
に
て
開
催
し
、
二
二
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

つ
の

側
面
で
あ
る
「
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
と
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
デ
ザ
イ

ン
」
に
つ
い
て
の
概
念
。

・
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
に

つ
い
て
、
オ
ペ
レ

シ

ン
レ
ベ
ル
、

組
織
レ
ベ
ル
、
戦
略
レ
ベ
ル
の
三
つ
の

階
層
に
整
理
さ
れ
る
。

・
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
成
立
条

件
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
へ
の
目
覚
め
、

責
任
者
（
キ

パ

ソ
ン
）
の
存
在
、

経
営
ト

プ
の
関
与
が
必
要
で
あ
る
。

・
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
タ
イ
プ

に
は
、
チ

ン
ピ
オ
ン
型
、
ポ
リ
シ

型
、
プ
ロ
ジ

ク
ト
型
、
機
能
内
包
型
、

デ
ザ
イ
ン
浸
透
型
の
五
つ
が
あ
る
。

・
経
営
者
が
積
極
的
に
デ
ザ
イ
ン
に
興

味
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
フ

シ
リ
テ

タ

、
デ

フ

レ

ン
テ

タ

、
イ
ン
テ
グ
レ

タ

、

コ
ミ

ニ
ケ

タ

の
四
つ
の
役
割
か

ら
期
待
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
効
果
が
異

な
る
。

・
デ
ザ
イ
ン
導
入
に
つ
い
て
、
経
済
的

な
効
果
、
モ
ノ
作
り
に
お
け
る
効
果
、

イ
メ

ジ
・
ブ
ラ
ン
ド
面
の
効
果
、
意

識
・
風
土
面
の
効
果
の
四
つ
の
効
果
に

マ

ピ
ン
グ
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入

れ
る
。

・
技
術
的
イ
ノ
ベ

シ

ン
（
マ

ケ

テ

ン
グ
リ
サ

チ
）
か
破
壊
的
イ
ノ

ベ

シ

ン
（
デ
ザ
イ
ン
思
考
）
か
、

ど
ち
ら
に
マ

ピ
ン
グ
す
る
か
が
非
常

に
重
要
と
な
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
ソ

リ

シ

ン
や
働
き
方
改
革
の
推
進

と
い
う
言
葉
が
日
々
飛
び
交
う
中
で
、

中
小
企
業
の
現
状
を
見
る
と
、
関
心
は

あ
る
が
こ
れ
ら
の
技
術
や
ツ

ル
を
な

か
な
か
導
入
で
き
な
い
と
い
う
の
が
実

情
で
、
各
種
調
査
に
よ
る
と
、「
適
用

業
務
が
未
定
」「
デ

タ
が
準
備
で
き

な
い
」「
費
用
対
効
果
が
説
明
で
き
な

い
」「
何
が
で
き
る
か
が
把
握
で
き
て

い
な
い
」と
い

た
理
由
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
・
活
用
で
き
な

い
理
由
の
上
位
と
な

て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
・
活
用
は
、
中

小
企
業
の
喫
緊
か
つ
最
重
要
課
題
で
あ

る
生
産
性
向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、Ｉ
ｏ
Ｔ・

Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
・
活
用
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

十
一
月
二
六
日
㈫
、
大
宮
ソ
ニ

ク
シ

テ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ

ル
に
て
、「
中

小
企
業
向
け
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ

活
用
セ
ミ
ナ

」
を
開
催
し
、
四
〇
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
Ⅰ
で
は
、
株
式
会
社
富
士
通
マ

ケ
テ

ン
グ
、
産
業
営
業
本
部
産
業

ビ
ジ
ネ
ス
推
進
統
括
部
も
の
づ
く
り
ビ

ジ
ネ
ス
推
進
部
長
、
小
林
厚
夫
氏
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、「
中
小
企
業
の

Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ａ
Ｉ
活
用
（
事
例
、
効
果
と

課
題
）」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
製
造
・
生
産
現
場
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
取
組
み
や
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
準

備
・
体
制
づ
く
り
の
支
援
策
、
業
種
別

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
受
注
商
談
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
Ａ
Ｉ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
現
状
に

つ
い
て
の
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
化
の
事
例
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
に
よ
る
全
拠
点
間
の
見
え
る
化
、

機
械
学
習
を
利
用
し
た
Ａ
Ｉ
画
像
認
識

に
よ
る
良
・
不
良
品
判
別
の
業
務
効
率

化
の
事
例
、
さ
ら
に
は
音
声
認
識
に
よ

る
音
響
振
動
診
断
な
ど
、
多
く
の
実
践

事
例
の
ご
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に
、
Ａ
Ｉ
活
用
に
向
け
て
、

効
率
的
な
Ａ
Ｉ
活
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
ポ
イ
ン
ト
や
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て

の
問
題
点
な
ど
を
示
唆
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
Ⅱ
で
は
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社
、

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
シ

ン
推
進
部
、

林
薫
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
Ｒ

第
一
回
ト

プ
セ
ミ
ナ

「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』の
組
織
へ
の
導
入
、実

践
を
通
じ
企
業
の
独
自
価
値（Only

One
Value

）

を
創
造
し
よ
う
！
」

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ

Ｄ
Ａ
Ｙ

を
開
催

講演する
草野 紀親氏

講演を行う
小林 厚夫氏

講演を行う
林 薫氏
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